
大
河
ド
ラ
マ

大
河
ド
ラ
マ

ど
う
す
る
家
康

ど
う
す
る
家
康

支
え
る

支
え
る
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生命誌絵巻 協力：団まりな 画：橋本

律子 発案した中村は 体あっての

脳とこころ その体は他の生きも

のと連続している と話す

飽
く
な
き
探
究
心
や
こ
れ
を

支
え
る
技
術
の
革
新
で
、
人
間

は
脳
の
秘
密
に
近
付
く
。
知
の

集
積
は
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に

代
表
さ
れ
る
新
た
な
形
と
な

り
、
社
会
を
変
え
て
ゆ
く
。
様

相
は
科
学
全
般
に
通
じ
る
。

人
間
を
知
る
科
学
は
重
要
だ

と
受
け
止
め
つ
つ
、
今
の
科
学

の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
そ
う
と

す
る
人
が
い
る
。

扇
の
形
を
し
た
鮮
や
か
な
図

が
あ
る
。
バ
ク
テ
リ
ア
、
シ
イ

タ
ケ
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
イ
ル
カ
に

ゴ
リ
ラ
。
要
か
ら
天
に
か
け
、

億
年
前
に
産
声
を
上
げ
て
か

ら
今
に
至
る
ま
で
、
地
球
上
に

現
れ
た
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
の

代
表
例
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
生
命
誌
絵
巻
」
。
人
間
は

天
の
左
端
に
い
る
。

「
多
様
性
と
言
い
な
が
ら
、

扇
の
外
か
ら
自
然
を
見
て
、
操

作
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
私
は
『
上
か
ら
目
線
』
と

言
っ
て
い
ま
す
」

中
村
桂
子

は
扇
の
中
を

指
さ
し
た
。
「
こ
こ
か
ら
な
ら

『
中
か
ら
目
線
』
。
こ
の
目
線

で
、
脳
の
研
究
も
Ａ
Ｉ
も
進
め

て
ほ
し
い
」

あ
な
た
も
私
も
、
ア
リ
も
ス

ズ
メ
も
タ
ン
ポ
ポ
も
、

億
年

の
歴
史
の
中
で
生
き
て
い
る
。

つ
な
が
り
、
広
が
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
考
え
方
を
「
生
命

誌
」
と
名
付
け
た
中
村
が
、
大

阪
府
高
槻
市
に
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研

究
館
を
立
ち
上
げ
た
の
が
１
９

９
３
年
。
２
０
０
２
年
か
ら

年
ま
で
館
長
を
務
め
、
名
誉
館

長
に
な
っ
た
今
、
ま
す
ま
す
、

そ
の
必
要
性
を
思
う
。

原
点
は
半
世
紀
前
に
あ
る
。

東
京
大
理
学
部
化
学
科
を
卒

業
し
て
理
学
博
士
号
を
取
り

１
９
７
１
年
に
入
っ
た
三
菱
化

成
生
命
科
学
研
究
所

遺
伝
学

や
生
態
学

神
経
科
学
と

さ
ま

ざ
ま
な
基
礎
研
究
を
横
断
的
に

そ
ろ
え
た
先
駆
的
な
場
所
だ
っ

た

初
代
所
長
で
戦
後
日
本
の

生
化
学
を
け
ん
引
し
た
江
上
不

二
夫
は

こ
こ
で
一
つ
の
言
葉

を
生
ん
だ

生
命
科
学

だ

自
ら
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
研
究
し
て

い
た
中
村
は
振
り
返
る
。

「
遺
伝
子
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
理
解

さ
れ
て
、
植
物
も
動
物
も
、
全

て
の
生
き
も
の
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
入

っ
た
細
胞
で
で
き
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
時
代
。

よ
う
や
く
、
科
学
が
生
命
を
語

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

そ
れ
ま
で
人
類
学
や
心
理
学

が
扱
っ
て
き
た
人
間
も
「
生
き

も
の
」
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

一
方
、
高
度
成
長
の
ひ
ず
み
は

公
害
と
し
て
顕
在
化
し
、
海
を

は
じ
め
と
し
た
自
然
も
「
い
の

ち
」
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
よ

う
に
。
「
生
命
科
学
」
誕
生
に

は
こ
ん
な
背
景
が
あ
っ
た
。

同
じ
頃
、
米
国
で
で
き
た
の

が
「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」
。

国
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
た

米
政
権
が
「
が
ん
の
制
圧
」
を

掲
げ
る
過
程
で
、
医
学
や
生
物

学
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
作

り
出
さ
れ
た
と
い
う
。

中
村
は
語
る
。
「
日
本
の
生

命
科
学
は
結
局
、
米
国
の
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
、
同
じ
方
向

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
」

米
国
型
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
は

医
学
の
科
学
技
術
化
で

あ
り

技
術
開
発
が
第
一

技

術
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭

な
い

が
ん
が
治
れ
ば
素
晴
ら

し
い

で
も

と
中
村

な
ぜ

異
常
気
象
は
続
く
の
か

感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

大
流
行

は
起
こ
る
の
か

世
紀
に
戦

争
は
な
く
な
ら
な
い
の
か

根
底
に
は
、
競
争
を
最
優
先

す
る
新
自
由
主
義
と
金
融
資
本

主
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

「
こ
の
二
つ
の
主
義
は
『
い
の

ち
』
と
合
い
ま
せ
ん
」
。
機
械

論
か
ら
生
命
論
に
変
わ
ろ
う
と

い
う
の
が
、
生
命
科
学
の
本
質

だ
っ
た
と
い
う
。

生
命
科
学
に
ゲ
ノ
ム

全
遺

伝
情
報

と
い
う
視
点
を
取
り

入
れ

い
の
ち

を
見
つ
め
直

し
た
先
に
あ
っ
た
の
が

生
命

誌

だ
っ
た

敬
称
略

ＮＨＫ大河ドラマ どうする家康 で 木彫りの

演技指導を務める関さん
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よりもいのクリアファイルと

缶バッジ

館林市が窑台の一つにな

っているアニメ「宇
そ

宙
ら

より

も遠い場所」（通称・より

もい）を活用した観光施策

として、市観光協会（正田

隆会長）は 日、市独自の

描き下ろしイラストを活用

したグッズを制作したと発

表した。 日から順次販売

するほか、一部はふるさと

納税の返礼品に活用する。

主要キャラクター４人が

館林にちなんだ髪飾りを着

け、持ち物を手にしたイラ

ストを使い、クリアファイ

ル（販売価格500円）と缶

バッジ（４種各400円）、

アクリルスタンド（４種各

2200円）を制作した。６万

7000円のふるさと納税への

返礼品として額装の複製原

画も作った。

クリアファイルと缶バッ

ジは 日から、市つつじが

岡ふれあいセンターで販売

する。アクリルスタンドと

複製原画は２月以降に販売

と受け付けを始める。

市は２年前、４人を「館

林アニメアンバサダー」に

委嘱しており、グッズは

日に就任２周年を迎えるの

を記念して作った。

（茂木勇樹）

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
活
用

館 林

有事備え共同訓練
相馬原で陸自 旅団と県警

訓練の開始式で整列する自衛隊員と

警察官

館
林
市
は

日
、
茂
林
寺
沼

南
側
の
市
有
地
（
堀
工
町
）
１

万
７
３
０
０
平
方
㍍
に
つ
い

て
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て

観
光
活
用
す
る
方
針
を
発
表
し

た
。
沼
辺
の
豊
か
な
自
然
環
境

や
景
観
を
生
か
し
な
が
ら
、
芸

術
や
飲
食
、
物
販
な
ど
交
流
人

口
増
を
見
込
め
る
案
を
２
月
か

ら
募
集
。
年
度
内
に
優
先
交
渉

先
を
選
定
し
、
２
０
２
４
年
度

中
の
事
業
開
始
を
目
指
す
。

用
地
は

年
に
結
婚
式
場
が

撤
退
し
空
き
地
に
な
っ
た
た

め
、
沼
周
辺
の
乱
開
発
防
止
を

目
的
に
市
が

年
４
月
に
取
得

し
た
。
北
側
を
沼
に
、
南
側
を

市
道
に
接
し
て
い
る
。
活
用
方

法
を
検
討
し
た
が
事
業
化
に
至

ら
ず
、
現
在
は
多
目
的
広
場
と

な
っ
て
い
る
。

選
定
し
た
事
業
案
に
沿
っ
て

市
が
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
土
地
を
貸

す
。
事
業
者
は
観
光
拠
点
と
し

て
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
施
設
を

整
備
す
る
。

茂
林
寺
沼
と
周
辺
の
低
地
湿

原
は
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
コ
ウ
ホ
ネ
を
は
じ

め
と
す
る
水
生
植
物
や
カ
キ
ツ

バ
タ
な
ど
の
湿
原
植
物
が
生
育

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
環

境
や
、
民
話
「
分
福
茶
釜
」
ゆ

か
り
の
茂
林
寺
な
ど
が
あ
る
用

地
西
側
の
観
光
エ
リ
ア
と
の
一

体
的
な
観
光
振
興
を
目
指
す
。

（
正
田
哲
雄
）

明
和
町
で
４
月
に
開
業
予
定

の
米
国
発
祥
の
会
員
制
量
販
店

「
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
明

和
倉
庫
店
」
に
つ
い
て
、
町
が

町
内
の
全
約
４
３
０
０
世
帯
を

対
象
に
年
会
費
の
一
部
を
補
助

す
る
方
針
を
固
め
た
こ
と
が

日
、町
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

コ
ス
ト
コ
進
出
先
の
自
治
体
が

住
民
向
け
に
年
会
費
を
補
助
す

る
の
は
全
国
初
と
い
う
。

コ
ス
ト
コ
は
会
員
制
で
、
登

録
す
る
と
家
族
も
利
用
で
き
る

仕
組
み
。
個
人
会
員
の
年
会
費

は
４
８
４
０
円
と
９
９
０
０
円

（
特
典
付
き
）
の
２
種
類
が
あ

り
、
補
助
額
は
一
律
３
千
円
程

度
を
検
討
し
て
い
る
。
同
店
で

の
買
い
物
や
敷
地
内
に
で
き
る

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
利
用
に

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定

す
る
。
財
源
は
出
店
に
よ
る
所

得
税
や
法
人
税
の
収
入
の
一
部

を
充
て
る
。

町
に
よ
る
と
、
同
店
を
運
営

す
る
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン（
千
葉
県
木
更
津
市
）

は
補
助
を
了
承
し
て
い
る
と
い

う
。
町
は
新
年
度
当
初
予
算
案

に
関
連
事
業
費
を
盛
り
込
み
、

町
議
会
３
月
定
例
会
に
提
出
す

る
。

（
茂
木
勇
樹
）

鳥
イ
ン
フ
ル
で
施
設

修
繕
費
３
分
の
２
補
助

高
崎
市

前
橋
市
内
の
養
鶏
場
で
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
相

次
い
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
高
崎
市
は

日
、
市
内
全

養
鶏
事
業
者
に
対
し
、
１
事

業
者
当
た
り
５
０
０
万
円
を
上

限
に
施
設
修
繕
費
の
３
分
の
２

を
補
助
す
る
と
発
表
し
た
。
野

鳥
や
人
の
出
入
り
な
ど
に
伴
う

外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を

防
ぎ
、
対
策
の
水
準
を
引
き
上

げ
て
も
ら
う
。

補
助
対
象
と
す
る
修
繕
や
整

備
の
内
容
は
市
と
事
業
者
で
早

期
に
協
議
し
て
詰
め
る
が
、
防

鳥
ネ
ッ
ト
や
換
気
口
の
網
設
置

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
補
助

費
６
千
万
円
を
含
む
補
正
予
算

案
を
市
議
会
３
月
定
例
会
に
提

出
す
る
。

市
は
１
〜
３
月
に
消
石
灰
や

消
毒
液
な
ど
防
疫
対
策
の
資
材

購
入
に
か
か
っ
た
経
費
の
半
額

を
補
助
す
る
制
度
も
設
け
て
い

る
。
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茂
林
寺
沼
南
側
の

市
有
地
観
光
活
用

館林市

コ
ス
ト
コ
年
会
費

明
和
町
が
一
部
補
助

全
世
帯
対
象

円
程
度

関
さ
ん
は
東
京
農
大
二
高
を

卒
業
後
、
富
山
県
を
拠
点
に
活

動
し
た
仏
師
、
故
斎
藤
侊
琳
さ

ん
に
師
事
。
仏
師
の
道
に
入
っ

て
約

年
と
な
る
。
現
在
は
、

富
山
県
南
砺
市
に
主
な
工
房
を

構
え
、
製
作
活
動
の
ほ
か
、
弟

子
の
育
成
や
、
県
内
と
東
京
都

内
を
中
心
と
し
た
木
彫
り
教
室

の
運
営
な
ど
精
力
的
に
活
動
し

て
い
る
。

以
前
に
も
俳
優
の
故
三
国
連

太
郎
さ
ん
、
小
林
薫
さ
ん
ら
を

指
導
し
た
経
験
が
あ
り
、
今
回

は
２
０
２
２
年
４
月
に
打
診
を

受
け
た
。
「
自
分
で
製
作
す
る

だ
け
で
な
く
、
木
彫
り
の
良
さ

や
楽
し
さ
を
伝
え
て
き
た
成
果

が
認
め
て
も
ら
え
た
」
と
話
す
。

第
１
話
で
は
、
松
本
さ
ん
演

じ
る
少
年
期
の
家
康
が
木
を
削

っ
て
ウ
サ
ギ
の
木
彫
り
を
作
る

シ
ー
ン
を
指
導
し
た
。
撮
影
は

昨
年

月
、
埼
玉
県
新
座
市
の

平
林
寺
で
行
わ
れ
、
基
本
的
な

彫
り
方
や
、
少
年
と
い
う
設
定

に
合
わ
せ
て
身
体
を
小
さ
く
見

せ
る
構
え
な
ど
を
教
え
た
と
い

う
。
松
本
さ
ん
に
つ
い
て
「
思

っ
た
以
上
に
手
つ
き
が
上
手
だ

っ
た
。
一
生
懸
命
、
練
習
を
さ

れ
る
の
で
、
（
け
が
を
し
な
い

か
）
不
安
だ
っ
た
」
と
振
り
返

る
。引

き
続
き
演
技
指
導
や
木
く

ず
の
自
然
な
散
り
方
な
ど
の
助

言
を
す
る
。
演
出
統
括
を
務
め

る
ス
タ
ッ
フ
と
何
度
も
や
り
と

り
を
重
ね
、
ド
ラ
マ
の
た
め
に

新
た
に
製
作
し
た
作
品
も
登
場

す
る
予
定
。
関
さ
ん
は
「
松
本

さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
話
し

合
い
な
が
ら
、
心
情
に
沿
っ
た

手
つ
き
や
気
合
を
模
索
し
て
い

き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

（
吉
越
琴
野
）

戦乱の世を生きた徳川家康

の生涯を描く８日開始のＮＨ

Ｋ大河ドラマ「どうする家康」

で、前橋市出身の仏師、関侊

雲（本名・勇一郎）さん

＝富山市＝が、木彫りの指導

者として制作に携わってい

る。家康を演じる松本潤さん

の木彫りシーンで演技指導を

するなど、ドラマの引き立て

役として活躍中。関さんは「国

民的ドラマに携わることがで

きて、仏師として本当に光栄」

と話している。

作
品
も
登
場
予
定

陸
上
自
衛
隊
第

旅
団
と
県

警
は

日
、
榛
東
村
の
相
馬
原

駐
屯
地
で
共
同
実
動
訓
練
を
行

い
、
即
応
予
備
自
衛
官
を
含
む

自
衛
官
約

人
と
警
察
官
約

人
が
連
携
を
深
め
た
。

県
内
に
武
装
工
作
員
が
侵
入

し
た
と
想
定
し
、
現
場
に
部
隊

と
資
材
を
円
滑
に
運
ぶ
た
め
の

緊
急
部
隊
輸
送
訓
練
な
ど
を
実

施
。
警
察
車
両
が
高
機
動
車
や

軽
装
甲
機
動
車
な
ど
の
自
衛
隊

車
両
を
先
導
し
、
駐
屯
地
周
辺

を
走
行
し
た
。

陸
自
第

普
通
科
連
隊
の
小

林
裕
之
副
連
隊
長
は
「
国
際
情

勢
が
複
雑
化
す
る
中
、
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
責
任
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
」

と
訓
示
し
た
。
県
警
警
備
２
課

の
小
坂
井
新
介
課
長
は
「
互
い

の
長
所
を
生
か
し
、
短
所
を
補

完
し
合
っ
て
有
事
に
備
え
た

い
」
と
話
し
た
。

（
林
花
野
）
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中
村
桂
子

Ｊ
Ｔ
生
命

誌
研
究
館
名
誉
館
長

は
１
９

８
５
年
８
月

日
、
日
航
機
墜

落
事
故
の
一
報
を
友
人
と
テ
レ

ビ
で
見
た
。

そ
の
前
日
、
「
生
命
誌
」
立

ち
上
げ
の
相
談
の
た
め
、
飛
行

機
で
大
阪
入
り
し
た
。
身
震
い

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

脳
に
つ
い
て
は
事
あ
る
ご
と

に
伊
藤
正
男
に
教
え
を
請
う
た

も
の
の
、
塚
原
仲な

か

晃
あ
き
ら

を
直
接

知
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、

と
力
を
込
め
た
。

「
可
塑
性
は
す
ご
い
、
と
思

っ
た
」

例
え
ば

遺
伝
子
が
分
か
れ

ば
何
で
も
理
解
で
き
る
と
捉
え

る
よ
う
な
考
え
方

科
学
は
決

定
論

こ
れ
が
あ
れ
ば

こ
う
で

し
ょ

み
た
い
な

ず
れ
て
い
た

ら
気
持
ち
が
悪
い

生
き
も
の

と
か

脳
を
相
手
に
し
て
も
そ

う

今
も
そ
の
傾
向
が
強
い
け

れ
ど

当
時
の
科
学
は
ほ
と
ん

ど
が
そ
ん
な
考
え
方
だ
っ
た

一
方
で
塚
原
が
探
究
し
、
代

名
詞
と
な
っ
た
シ
ナ
プ
ス
（
神

経
細
胞
の
結
合
部
分
）
の
可
塑

性
は
、
脳
が
環
境
や
状
況
に
応

じ
て
柔
軟
に
変
化
す
る
と
い
う

内
容
だ
っ
た
。
急
逝
か
ら

年

近
く
、
常
識
に
な
っ
た
。

「
当
時
は
否
定
的
な
意
見
も

多
か
っ
た
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

一
流
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
信

念
を
持
っ
て
主
張
し
た
。
そ
れ

も
脇
に
い
る
人
じ
ゃ
な
く
、
ど

真
ん
中
に
い
た
科
学
者
が
」
。

可
塑
性
は
、
現
代
で
は
生
命
科

学
を
考
え
る
際
も
基
本
だ
と
し

た
上
で
、
中
村
は
言
う
。

「
可
塑
性
っ
て
好
き
で
す
ね
。

生
き
物
は
可
塑
性
あ
っ
て
の
も

の
で
す
」

数
々
の
著
書
、
メ
デ
ィ
ア
や

講
演
を
介
し
て
の
情
報
発
信
。

生
命
誌
研
究
者
と
し
て
積
極
的

に
論
じ
続
け
る
中
村
が
今
、「
お

か
し
い
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
だ
。

ス
バ
ン
テ
・
ペ
ー
ボ
（
２
０

２
２
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
）
が
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
の
関
係
性
を
解
き

明
か
す
時
代
、
科
学
的
に
「

億
人
の
人
類
に
共
通
の
ル
ー
ツ

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
」
。
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た

時
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
こ
の
期

に
及
ん
で
な
ぜ
戦
争
が
で
き
る

の
か
。
「
し
か
も
使
わ
れ
る
武

器
類
は
、
全
て
科
学
が
生
み
出

し
た
」

中
村
は
心
か
ら
の
願
い
だ
と

し
て
語
る
。

「
科
学
は
役
立
つ
も
の
で
あ

れ
と
言
い
な
が
ら
、
こ
こ
で
は

人
間
に
つ
い
て
の
科
学
が
役
立

っ
て
い
な
い
。
科
学
者
が
戦
争

の
無
意
味
さ
を
語
る
責
任
の
あ

る
時
代
に
な
っ
た
と
思
う
」

主
張
の
礎
に
あ
る
の
は
実
体

験
に
他
な
ら
な
い
。
小
学
４
年

の
盛
夏
、
玉
音
放
送
が
流
れ
た
。

昨
日
ま
で
は
「
天
皇
陛
下
か
ら

い
た
だ
い
た
、
汚
し
た
ら
も
の

す
ご
く
𠮟
ら
れ
た
」
教
科
書
を
、

黒
塗
り
に
し
な
さ
い
と
言
わ
れ

た
。
「
戦
争
と
世
の
中
が
が
ら

っ
と
変
わ
っ
た
民
主
主
義
と

を
、
体
験
し
た
世
代
で
す
」

視
線
は
ま
た
、
現
代
全
般
を

見
つ
め
る
。
「
今
の
社
会
は
、

全
部
を
一
直
線
に
並
べ
て
の
競

争
。
そ
う
さ
せ
る
の
が
新
自
由

主
義
で
、
支
え
る
の
が
金
融
資

本
主
義
」
。で
も
ね
、
と
中
村
。

「
ア
リ
と
ラ
イ
オ
ン
を
比
べ
て
、

ど
っ
ち
が
上
っ
て
言
っ
た
っ

て
、
意
味
は
な
い
で
し
ょ
う
」

家
族
が
い
て
仲
間
が
あ
り

日
本
人
が
い
て
人
類

生
き
物

地
球
が
あ
る

そ
ん
な

私
た

ち
の
中
の
私

と
し
て
考
え
直

し
ま
せ
ん
か

中
村
は
呼
び
か

け
る

敬
称
略

第５章 可 能 性 ⑱

これからの地球は心配していません

億年続いてきた生き物は必ずこの先もあ

る 心配なのは人間 人間は生命誌の中に

いることを忘れないように と話す中村
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東吾妻町役場で、壁面に真田忍者など

吾妻の歴史物語を投影するプロジェクシ

ョンマッピングが 日、メディア向けに

公開された。講談師の名調子に合わせ、

城の形を模した建物の壁面に躍動感ある

墨絵が次々と映し出された‖写真。一般

向け上映は 日から。３月末までの毎週

土曜に開催する。

県ニューツーリズム創出支援事業の一

環で、町観光協会、町、合同会社岩
いわ

櫃
びつ

城

忍びの乱などでつくる協議会が企画。「真

田十勇士」を生み出した講談師、玉田玉

秀斎の四代目が講談を吹き替え、墨絵師

の涌井陽一さんが約100点を描き下ろし

た。四季に応じた物語があり、１、２月

は冬編、３月は春編を上映する。

上映時間 分。１日２回（午後５時半、

同７時 分開場）上映する。鑑賞は役場

駐車場に止めた車内で音声をＦＭラジオ

で受信するドライブインシアター形式。

予約制で上映１回当たり 台（鑑賞料１

台500円）。先着 人ほどの無料立ち見

エリアもある。予約は岩櫃真田忍者ミュ

ージアム（にんぱく）のホームページで。

問い合わせは事務局（☎080・6708・

5431）へ。

（文 前原久美代、写真 石田貞之）

きょうから東吾妻
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前
橋
市
内
の
養
鶏
場
で
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑

わ
れ
る
鶏
が
見
つ
か
っ
た
問
題

で
、
県
は

日
、
県
家
畜
衛
生

研
究
所
の
遺
伝
子
検
査
で
陽
性

と
確
定
し
た
と
発
表
し
た
。
県

内
養
鶏
場
で
の
感
染
確
認
は

日
の
同
市
に
続
い
て
３
例
目
。

県
は
採
卵
鶏
約
５
万
３
千
羽
の

殺
処
分
を
開
始
し
、

日
午
後

３
時
時
点
で
４
６
０
０
羽
を
殺

処
分
し
た
。

県
に
よ
る
と
、
遺
伝
子
検
査

で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス「
Ｈ
５
亜
型
」と
判
明
し
た
。

発
生
農
場
か
ら
半
径
３
㌔
以

内
の
農
場
２
カ
所
約
２
万
９
千

羽
の
鶏
や
卵
は
移
動
が
制
限
さ

れ
、
３
〜

㌔
以
内
の
農
場

カ
所
約
１
７
３
万
４
千
羽
は
域

外
搬
出
が
原
則
制
限
さ
れ
た
。

畜
産
関
係
車
両
の
消
毒
ポ
イ
ン

ト
を
前
橋
、
桐
生
、
伊
勢
崎
３

市
の
計
４
カ
所
に
設
置
し
た
。

全
て
の
制
限
が
解
除
さ
れ
る
の

は
２
月
下
旬
と
な
る
見
込
み
。

環
境
省
は
発
生
農
場
の
半
径

㌔
圏
内
を
野
鳥
の
監
視
重
点

区
域
に
指
定
。
前
橋
、
桐
生
、

伊
勢
崎
、
太
田
、
み
ど
り
、
玉

村
の
６
市
町
が
含
ま
れ
、
県
は

川
や
沼
な
ど
で
野
鳥
の
死
骸
の

有
無
な
ど
を
調
査
す
る
。

発
生
を
受
け
、
伊
勢
崎
市
は

市
内
の
養
鶏
農
家
５
戸
へ
の
消

毒
液
の
配
布
を
決
め
た
。

一
方
、

日
に
前
橋
市
の
養

鶏
場
で
発
生
し
た
２
例
目
に
つ

い
て
、
県
は

日
午
後
５
時
に

農
場
内
の
消
毒
な
ど
防
疫
措
置

が
完
了
し
た
と
発
表
し
た
。
作

業
に
は
延
べ
４
０
５
１
人
が
携

わ
っ
た
。

（
佐
藤
秀
樹
）

作品を見る来場者 展示作品の多くが未発表作という

新
年
度
予
算
案
で

自
民
県
連
に
回
答知

事

山
本
一
太
知
事
は

日
、
自

民
党
県
連
か
ら
の
新
年
度
予
算

案
へ
の
要
望
に
回
答
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
、Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）
、

鳥
イ
ン
フ
ル
の
三
つ
の
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
、心
身
を
癒
や
す「
リ

ト
リ
ー
ト
」
関
連
事
業
な
ど
を

挙
げ
、
「
県
民
の
生
活
、
生
命

を
守
る
取
り
組
み
に
ま
ず
し
っ

か
り
取
り
組
む
。
新
し
い
群
馬

を
切
り
開
く
投
資
も
同
時
に
進

め
た
い
」
と
述
べ
た
。

前橋で鳥インフル陽性

５万3000羽
殺処分開始

県内３例目

前
橋
市
出
身
の
日
本
画
家
で
、
県
文
化
功
労
賞

を
受
賞
し
た
塩
原
友
子
さ
ん
（
１
９
２
１
〜
２
０

１
８
年
）
の
回
顧
展
が
、
同
市
古
市
町
の
ヤ
マ
ト

本
社
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
て
い

る
。
塩
原
さ
ん
が
最
晩
年
ま
で
愛
し
た
同
市
内
の

ア
ト
リ
エ
か
ら
見
つ
か
っ
た
多
く
の
未
発
表
作
を

含
む

点
を
紹
介
し
て
い
る
。
３
月

日
ま
で
。

塩
原
さ
ん
の
め
い
、
関
口
正

子
さ
ん

‖
同
市
‖
が
昨
年

３
月
、
塩
原
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ

を
片
付
け
た
際
に
見
つ
か
っ
た

約
１
０
０
点
を
同
社
に
寄
贈
し

た
。
大
半
が
未
発
表
作
品
で
、

題
名
す
ら
残
っ
て
い
な
い
も
の

も
少
な
く
な
い
。
ヤ
マ
ブ
ド
ウ

や
チ
ョ
ウ
な
ど
を
描
い
た
最
初

期
の
作
品
に
は
、
当
時
使
っ
て

い
た
と
い
う
雅
号
「
杏
花
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
地
元
画
家
の
作
品
を

後
世
へ
残
そ
う
と
、
１
年
ほ
ど

か
け
て
作
品
の
修
理
や
額
装
を

し
、
回
顧
展
の
準
備
を
進
め
て

き
た
。
中
に
は
劣
化
が
進
み
、

裏
打
ち
な
ど
の
修
繕
に
２
カ
月

ほ
ど
か
か
っ
た
作
品
も
あ
っ

た
。
同
社
は
「
今
や
ら
な
け
れ

ば
（
劣
化
が
進
み
）
絵
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
地
元
画
家
の

生
涯
を
伝
え
た
い
と
思
っ
た
」

と
し
て
い
る
。

回
顧
展
で
は
、

、

歳
ご

ろ
に
描
い
た
初
期
の
作
品
や
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

る
様
子
を
描
い
た
人
物
画
、
１

９
６
３
年
の
渡
欧
時
に
旅
先
の

風
景
を
描
い
た
油
彩
画
、
淡
い

色
彩
が
目
を
引
く
神
仏
画
な
ど

幅
広
い
作
品
が
並
び
、
塩
原
さ

ん
の
生
涯
を
感
じ
ら
れ
る
。

同
社
グ
ル
ー
プ
が
建
設
な
ど

に
携
わ
っ
た
道
の
駅
「
ま
え
ば

し
赤
城
」
が
３
月
に
塩
原
さ
ん

の
出
身
地
、
同
市
田
口
町
に
開

業
す
る
こ
と
を
記
念
し
て
開
催

し
た
。
関
口
さ
ん
は
「
初
期
か

ら
近
作
ま
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
も
う
れ
し
い
。
叔
母

の
自
由
な
発
想
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

作
品
群
は
今
後
も
同
道
の
駅

内
や
同
社
本
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ

ー
ル
で
展
示
す
る
方
針
。

入
場
無
料
。
午
前

時
〜
午

後
５
時
。
土
日
休
館
（
祝
日
の

場
合
は
除
く
）
だ
が
、
塩
原
さ

ん
の
命
日
で
あ
る
１
月

日
は

開
館
す
る
。
２
月

日
か
ら
一

部
展
示
替
え
す
る
。
問
い
合
わ

せ
は
同
ホ
ー
ル
（
☎
０
２
７
・

２
９
０
・
１
８
０
０
）
へ
。

（
栗
原
綾
菜
、
北
沢
彩
）

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

日本画 めいの関口さんヤマトに寄贈 ３
月
末
ま
で
前
橋
で
回
顧
展

県
警
警
務
部
長
に

警
察
庁
の
平
井
氏

警
察
庁
は

日
、
県
警
警
務

部
長
に
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事

務
局
総
務
企
画
部
依
存
対
策
課

長
補
佐
の
平
井
啓
一
郎
氏

を
充
て
る
人
事
異
動
を
内
示
し

た
。
２
月

日
付
で
同
庁
長
官

官
房
付
に
異
動
後
、
同
日
付
で

発
令
す
る
。

平
井
氏
は
東
京
都
出
身
、
早

稲
田
大
政
治
経
済
学
部
卒
。
１

９
９
５
年
に
同
庁
に
採
用
さ

れ
、
同
庁
生
活
安
全
局
生
活
経

済
対
策
管
理
官
付
課
長
補
佐
や

新
潟
県
警
、
京
都
府
警
の
捜
査

２
課
長
な
ど
を
経
て
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
現
職
。

現
警
務
部
長
の
古
川
英
晴
氏

は

日
付
で
同
庁
長
官
官

房
付
と
な
る
。

測
量
作
業
の
男
性

斜
面
滑
落
し
重
傷

沼
田
の
雨
乞
山

日
午
後
１
時

分
ご
ろ
、

沼
田
市
白
沢
町
上
古
語
父
の
雨

乞
山
山
頂
付
近
で
、
測
量
作
業

を
し
て
い
た
渋
川
市
八
木
原
、

団
体
職
員
、
加
藤
要
助
さ
ん

が
斜
面
か
ら
滑
落
し
た
と

１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
。
加

藤
さ
ん
は
前
橋
市
内
の
病
院
に

搬
送
さ
れ
た
が
、
右
肋ろ

っ

骨こ
つ

を
複

数
折
る
な
ど
重
傷
を
負
っ
た
。

沼
田
署
に
よ
る
と
、
現
場
は

傾
斜

度
ほ
ど
の
雪
が
積
も
っ

た
斜
面
。
加
藤
さ
ん
は
足
を
滑

ら
せ
て
約

㍍
滑
落
し
た
と
い

う
。
同
署
が
詳
し
い
状
況
を
調

べ
て
い
る
。

酒
気
帯
び
運
転
疑
い

ベ
ト
ナ
ム
男
を
逮
捕

太
田
の
事
故

太
田
市
内
の
県
道
交
差
点
で

日
に
乗
用
車
と
大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
衝
突
し
た
事
故
で
、
太
田

署
は

日
、
道
交
法
違
反
（
酒

気
帯
び
運
転
）
の
疑
い
で
、
乗

用
車
を
運
転
し
て
い
た
ベ
ト
ナ

ム
国
籍
男
で
伊
勢
崎
市
、無
職
、

ホ
・
ブ
ア
ン
・
ト
イ
容
疑
者

を
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は

日
午
前
１
時

分
ご
ろ
、
太
田
市
新
田
金
井

町
の
県
道
前
橋
館
林
線
で
、
酒

気
を
帯
び
た
状
態
で
乗
用
車
を

運
転
し
た
疑
い
。

同
署
に
よ
る
と
、
容
疑
を
認

め
て
い
る
。
事
故
後
に
駆
け
付

け
た
警
察
官
ら
が
酒
の
臭
い
に

気
付
い
た
。
ホ
容
疑
者
が
事
故

で
重
傷
を
負
っ
て
入
院
し
た
た

め
、
退
院
後
に
逮
捕
し
た
。
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（２２）(令和５年) （２２）(令和５年)
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